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教育だより

とっとり

新たな時代に
向けた人づくり

新学期が始まって１ヶ月がたちました。児童・生徒の皆
さんは気持ちも新たに学校生活のスタートを切られたこと
と思います。
子どもたちがこれから生きていく２１世紀の社会は、生
産年齢人口の急減や少子高齢化、グローバル化の進行な
ど、新たな時代に向けて大きな社会変動が起こり、誰も経

験したことのない課題やこれまでの知識や経験の蓄積だけでは解決が困難な課
題が次 と々起こる社会であろうかと思います。こうした時代の変化を見据えて、一人
ひとりが困難に直面しても粘り強く自ら考え判断し、行動していく力や人と人との
つながりや絆を大切にして、協働しながら新しい考えや価値を生み出していく力、
地域やふるさとに誇りと愛着をもち、その発展に貢献しようとする姿勢などを子ど
もたちにしっかりと身に付けさせていくことが大切だと考えています。

鳥取県では、知事と教育委員会が協議して「教育に関する大綱」を策定し、互い
に協力して市町村や保護者、県民の皆さんと一緒になって子どもたちの未来のた
めの教育振興施策に取り組んでいます。鳥取県教育振興基本計画に基づきなが
ら、国語、算数・数学、理科等の授業力を高めることによる学力向上、グローバル
化に対応した英語教育の推進、土曜授業等の取組、貧困の連鎖を断ち切る学習支
援、家庭教育の充実、ＩＣＴ利活用教育、特別支援教育の充実のほか、体力向上
や地域と連携した県立高校の魅力・特色づくりなど３７項目の施策に重点的に取
り組むこととしています。
子どもたちはそれぞれが様々な可能性を秘めています。一人ひとりの子どもたち
が夢を持って学んでいくことの楽しさや、周囲の人 と々の関わりを通して世界が広
がっていくことのすばらしさを心から感じ、夢に向かってチャレンジしていく力を
培っていけるようにしていくことが、子どもたちに関わる私たちの務めであります。
そして私たち自身もまた、保護者としてあるいは教職員としてそして地域を愛する
者として子どもたちと関わりながら共に日々成長していく必要があるとも思ってい
ます。県教育委員会も関係機関等と連携しながら子どもたちとともに「鳥取県の人
づくり」にチャレンジし続けてまいる所存でありますので、皆様のご理解とご協力
をお願いします。

児童生徒の登下校中の事故や自転車乗車中の事故、保護者の不安を減らすには、学校の努力が欠かせません。
各学校では児童生徒の実態に応じて、地域の方、警察の方などの協力を得て、工夫しながら交通安全に係る取組を行っています。

全校生徒の約９割が通学のため
に自転車を利用しています。
昨年度は、ＪＡいなば、米子警察
署交通課のご協力のもと、スケ
アード・ストレイト教育技法（恐
怖を実感することでそれにつな
がる危険行為を未然に防ぐ）に
よる自転車安全利用教室を行い
ました。実際の事故につながる
状況をスタントマンに実演して
いただきました。

鳥取県立
米子工業
高等学校
の取組

昨年度は、入学式後、初めて全校
がそろった日に、集団下校をしま
した。毎日、子どもたちの見守り
活動をしてくださる地域ボラン
ティアの「愛ラブ西郷」の皆さん
にも来ていただき、横断歩道の
渡 り 方 の
練習をしま
した。

倉吉市立
西郷小学校
の取組

全校生徒の約7割が通学や部活
動場所への移動のために自転車
を使っています。
毎年4月初めに自転車交通安全
講習会を開催し、全校生徒が駐
在さんから交通安全の
話を聞いた後、1年生
は校庭で自転車の乗
り方についての実技
講 習を行ってい
ます。

鳥取市立
鹿野中学校
の取組

昨年度、灘手小学校では、PTA
総務・生活部の事業として「自転
車の安全な乗り方講習会」を行
いました。自転車点検のポイン
トや安全な乗り方について、警
察署の方、交通安全指導員の方
の話を聞きました。校庭にライ
ンを引いて道路を作り、実際に
自転車に乗って指導を受けまし
た。

倉吉市立
灘手小学校
の取組

学校ではこんな
取組をしています！
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～交通安全に対する意識向上を図るために～

鳥取県教育委員会
教育長
山本仁志

問合せ先  県教育委員会･体育保健課　【電話】０８５7-26-7527　【FAX】０８５7-26-7542
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イベント名 開催期間 時間 場所 問い合わせ先 その他

自
然

《天体観望会》
春の星を見る会

5月14日㊏
予備日:15日㊐

18:30～
20:30

鳥取県立博物館
前庭

鳥取県立博物館
電話：0857-26-8044
FAX：0857-26-8041

参加費用：無料　申込：不要
対象：幼児～一般

（中学生以下は保護者同伴）
定員：なし
講師：多賀利寛（鳥取天文協会）

《野外観察会》
親子で楽しむ
「虫とり」レース

6月12日㊐ 10:00～
12:00

とっとり出合いの森
（鳥取市）

参加費用：無料
申込：5月26日㊍～、電話のみ
対象：幼児～一般

（小学生以下は保護者同伴）
定員：30名（先着順）
共催：とっとり出合いの森

美
術

企画展
「昭和の洋画を切り拓いた
若き情熱･一九三〇年協会
から独立へ」

4月2日㊏～
5月22日㊐
休館日
４月25日㊊

9:00～17:00
（4月29日㊎㊗
～5月8日㊐は
19：00まで）

鳥取県立博物館
第1・2特別展示室

鳥取県立博物館
電話：0857-26-8045
FAX：0857-26-8041

参加費用：一般／800円
（団体／600円）

《学芸員総出！
わいわいギャラリートーク》
「昭和の洋画を切り拓いた
若き情熱･一九三〇年協会
から独立へ」展

5月14日㊏ 14:00～
15:00

参加費用:観覧料
申込：不要
対象:小学生～一般
定員:なし

《ギャラリートーク》
「昭和の洋画を切り拓いた
若き情熱･一九三〇年協会
から独立へ」展

5月21日㊏ 14:00～
15:00

参加費用:観覧料
申込：不要
対象:高校生～一般
定員:なし

ワークショップ「泥でアート！」 5月28日㊏ 14:00～
16:00

鳥取県立博物館
会議室他

参加費用:無料
申込：不要
対象:幼児～一般

アートシアター
「日曜美術館･北斎と広重
同時代を生きた天才たち」

6月4日㊏ 14:00～
15:00

鳥取県立博物館
講堂

視聴:無料
申込：不要
定員:250名
対象:高校生～一般

スペシャルアートシアター
「創造と神秘のサグラダ・
ファミリア」

6月11日㊏ 14:00～
15:40

アートシアター
「東京のモダニズム建築」 6月18日㊏ 14:00～

14:50

スペシャルアートシアター
「もしも建物がはなせたら」 6月25日㊏ 14:00～

16:50

ギャラリートーク
「コレクション展Ⅱ」 7月2日㊏ 14:00～

15:00
鳥取県立博物館
常設展示室

参加費用:観覧料
申込：不要　定員:なし
対象:高校生～一般

だいせんキャンプ①
（不登校対策事業） 7月14日㊍ 10:00～

15:00
鳥取県立
大山青年の家

鳥取県立大山青年の家
TEL:0859-53-8030
FAX:0859-53-8265

参加費用:200円程度
申込：6月29日㊌
詳細は、開催１ヶ月前にお
知らせします。

（ホームページ、チラシ）

ＨＰアドレス http://www.pref.tottori.lg.jp/daisenseinen/

イベント名 開催期間 時間 場所 問い合わせ先 その他
鳥取大学サイエンス・アカデミー
『モデル生物・線虫C.エレガンスの世界』 5月14日㊏

10：30～
12：00

鳥取県立図書館
2階 大研修室

鳥取大学 社会貢献課
電話：0857-31-6777
ＦＡＸ：0857-31-6708

参加費用:無料
申込：不要
どなたでもご参加いただけ
ます

鳥取大学サイエンス・アカデミー
『動物の繁殖について』 5月28日㊏

鳥取大学サイエンス・アカデミー
『海洋生物に学ぶ先端技術開発』 6月11日㊏

鳥取大学サイエンス・アカデミー
『細菌（バクテリア）の泳ぎ
－個体の運動、集団の運動－』

6月25日㊏

鳥取大学サイエンス・アカデミー
『世の中に役立つ微生物たち』 7月9日㊏

いじめのことで悩んだら
２４時間子供ＳＯＳダイヤル(全国統一ダイヤル)

☎０１２０-０-７８３１０
いじめ１１０番（毎日24時間） ☎０８５７（２８）８７１８
いじめ相談専用メール（毎日24時間）

 ijime@kyoiku-c.torikyo.ed.jp
次の機関でもいじめの相談を受け付けています
こどもいじめ人権相談窓口（県人権局）
☎0857-29-2115

 ijime-soudan@pref.tottori.jp

毎日24時間
メール返信は多少日数を要する場合
があります

子どもの人権110番（法務省・鳥取地方法務局）
☎0120-007-110（全国共通・無料・IP電話不可）
☎0857-27-3751（通話料有料・IP電話可）

月～金
8:30～17:15

ヤングテレホン・メール（県警察本部少年サポートセンター）
☎0857-29-0808

 youngmail@pref.tottori.jp

月～金 8:30～17:15  
メール 受付は毎日24時間　返信は月～
金8:30～17:15　夜間、休日の緊急の
要件の場合は＃９１１０へご相談ください

こども電話相談（児童相談所）
（中央・鳥取）☎0857-29-5460  FAX 0857-21-3025
（倉 吉）☎0858-22-4152  FAX 0858-23-6367
（米 子）☎0859-33-2020  FAX 0859-23-0621

月～金
8:30～17:15

子育て、発達、不登校など、全般的な教育相談は
いじめ・不登校
総合対策センター教育相談担当
☎0857-31-3956

月～金
8:30～
17:15

※月～金は、祝日、年末年始を除く

体罰など、いじめ以外の学校に関する相談は
小中学校課 ☎0857-26-7930 月～金

8:30～
17:15

高等学校課 ☎0857-26-7540
特別支援教育課 ☎0857-26-7810

そっと相
そう

談
だん

ほっと安
あん

心
しん

「船上山の夏を楽しむ①②」   ★要事前申込み★

①では、ダム湖でカヌーや筏を使っての水遊びを満喫します。
②では、滝壺を目指して谷川探検に挑戦します。
開催期間  ①平成２８年８月６日（土）１０：００～１６：３０　②平成２８年８月７日（日）１０：００～１６：３０
場所 船上山少年自然の家とその周辺
料金１，０００円程度（食費、保険料など）※①②それぞれ　持ち物 水着、ウォーターシューズなど
対象 小学校４～６年生　申込み方法 郵送または電子メール（申込書は問合せ先で配布）
申込み期限 平成２８年７月２１日（木）１７：００必着（①②とも）

問合せ先  鳥取県立船上山少年自然の家
【住所】〒689-2525鳥取県東伯郡琴浦町山川807の2　【電話】０８５８-５５-７１１１　【ファクシミリ】０８５８-５５-７１１９
【電子メール】senjyozan_syounen@pref.tottori.jp　【ＨＰ】http://www.pref.tottori.lg.jp/senjyozan/

「読みメンぱーくｉｎとっとり」に行こう！
※読みメン＝子どもに絵本を読む男性
日時  ６月12日（日）　13時30分～15時15分　会場  北栄町図書館 2階 研修室
内容   ①「えーさくおじさんの読みメンを楽しもう！」
  元祖読みメンのえーさくおじさんのおはなし会。
  絵本や読みメンの魅力を伝えていただきます。
 ②「大型絵本を楽しもう！」
  大型絵本ならではの迫力をみんなで楽しみましょう。

問合せ先  鳥取県立図書館
【電話】０８５7-26-8155　【FAX】０８５7-22-2996
【ＨＰ】http://www.library.pref.tottori.jp/event/2016/05/yomimenpark2016.html

よりよい紙面づくりのために
ご意見をお寄せください。

〒680-8570（住所記載不要）県教委教育総務課
TEL0857-26-7926　FAX0857-26-8185　E-MAIL･kyouikusoumu@pref.tottori.jp
バックナンバーはホームページでご覧いただけます。　http://www.pref.tottori.lg.jp/yumehiroba

問合せ先・送り先

お知らせ・イベントコーナー 事前申込が必要なものや集合場所が決まっているイベントもありますので、詳しくは
お電話等でお問合せください。  東部会場　  中部会場　  西部会場

昨年の写真

心とからだいきいきキャンペーンとは
子どもたちの望ましい生活習慣の定着を目指して、啓発に取り組んでいます。

全国的な学力調査、体力テストの結果、
生活習慣と学力・体力との間には強い相関
関係があることが明らかになっています。

たとえば、「朝食を毎日食べている」、「毎
日同じくらいの時刻に寝ている」と回答し
ている子どもたちの平均正答率が高い傾
向が見られます。

６月は強調月間です！
新しい学年、学校での生活が
始まって少し経ったこの時期
に、ご家庭みんなで毎日の生
活習慣やルールについて話し
合ってみませんか？

問合せ先  県教委教育総務課　電話０８５７（２６）７９２６　ＦＡＸ０８５７（２６）８１８５

朝食を毎日食べている
※数値は正答率

している
どちらかとうとしている

していない
どちらかとうとしていない

同じくらいの時刻に寝ている
※数値は正答率

している
どちらかとうとしている

していない
どちらかとうとしていない

（平成27年度全国学力・学習調査状況より）

60.4％ 51.3％ 65.4％ 53.4％

❶しっかり朝食を食べよう
❷じっくり本を読もう
❸外で元気に遊ぼう
❹たっぷり寝よう
❺長時間テレビを見るのはやめよう
❻服装を整えよう

 ちょうしょく た

 ほん よ

 そと げんき あそ

 ね

 ちょうじかん み

 ふくそう ととの

は
じ
め
よ
う
！

明
日
に
つ
な
が
る
生
活
リ
ズ
ム

博物館や美術館でのアートとの出会い。まず思い浮かぶのは、展示室で絵画や彫刻を鑑賞するということ
ではないでしょうか。展覧会に足を運び、本物の作品を自分の目で見て、色やかたち、質感を確かめ味わいな

がら、自由に思いを巡らすのは本当に楽しいものです。
アートと出会う方法は他にもあります。当館美術部門が行っている「毎

週土曜はアートの日!」もその一つ。ワークショップやアートシアター、ギャ
ラリートークなどのアートイベントを、年間を通じて毎週土曜に開催する
ものです。親子で肩を並べて何かを作る、普段はなかなか見られないア
ニメーションや映画を鑑賞する、作家や作品の裏話を聞いてみる、アート
との出会いのかたちはたくさんあります。

ある調査によると、多くの人の美術館・博物館での思い出は、「一緒に
行った人との出来事」であることが
多いそうです。「誰かと何かしたこ
と」は、時に作品を鑑賞することよ
りも強く心に残り、かけが
えのない思い出となる
のです。土曜日は誰
かと一緒に博物館
へ。素敵な思い出
の一コマをつくり
ませんか？

アートに出会う土曜日はいかがですか？

問い合わせ先･鳥取県立博物館･美術振興課･【電話】0857-26-8045
「毎週土曜はアートの日 !」の詳しい内容は、年間 4 回発行するリーフレット等をご覧ください。

縞模様のリーフレットです。博物館、図書館、ギャラリーなどに置いていただいています。

話題と情報掲示板 トピックコーナー

ワークショップ「落書きばんざい！」「毎週土曜はアートの日！」リーフレット

望ましい生活習慣が学力・体力を支えます


